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夏休みが終わり、８月３０日の朝からいつも通りの元気にあいさつをする子ども達の笑顔に再会
することができました。短い会話しかできませんでしたが、楽しい時間を過ごすことできたことが
子ども達それぞれの表情からうかがい知ることができました。夏休み期間中、大きなけがや事故な
く、楽しく過ごすことができたようです。家庭での声かけ、見守りありがとうございました。
夏休み明けの全校集会で、自分の思いを伝える力について子ども達と一緒に考えてみました。夏

休み前の全校集会からの内容を簡単に紹介します。
◇夏休み前 全校集会（子ども達の頑張り～夏休みチャレンジ）◇

夏休み前までの子ども達の頑張りを振り返って、うれしかったこととち
ょっと気になったことを話しました。うれしかったことはたくさんありま
したが、私が紹介したことは、プール開きの際の「水泳が苦手な人？」と
の問いかけに、数名の子ども達が手を挙げたことです。なかなか難しいこ
とですが、子ども達が互いにつながり豊かに関わり合っているからできてい
ることだ思います。
次に、ちょっと気になったこととして、集会などの際に、自分一人の考

えだとなかなか手を挙げれない傾向にあることを話しました。このことは、
子ども達だけのことではなく、私達大人でも難しいことです。自分の考え
に自信がない時はなおさらです。
しかし、少数意見の中にこそ素晴らしい考えが秘められていることが少

なくありません。たくさんの可能性を秘めている子ども達に対して、「自信
がないからといってやめてしまうことはもったいない。でも、とても難しいこと
ですね。夏休みは時間がたくさんあります。いろんなことにチャレンジして
自分の力を伸ばしてみよう！と投げかけ、夏休みを迎えました。ちなみに、
私はしばらく休んでいたサッカーに挑戦する、合志先生は、山登りに挑戦
することを子どもたちに伝えました

◇夏休み明け 全校集会（夏休みの振り返り～自分の思いを伝える力の育成）◇
夏休み明けの全校集会では、夏休み前の集会のことを思い出した後、

夏休みにチャレンジしたことを振り返りました。うまくいったかうま
くいかなかったか尋ねてみると、半々程度の回答でした。私は、サッ
カーの２試合中１試合しか参加できなかったことを正直に伝えました。
そこで、夏休みのチャレンジについて対話をしてみましょうと投げ

かけました。自分の思いを伝えやすくするために、右資料のように何
を話すのかを提示しました。まずは私がお手本として「校長先生は、
サッカーを頑張りました。でも、２試合ありましたが１試合しか行け
ませんでした。仕事が忙しいことを理由にしましたが、さぼったと思
います。仕事を計画的に進めていきたいと思います。これからは、計
画的に準備して、残り８試合の内４試合はいけるように頑張りたいと
思います」と話し、その後全員一斉に返しをしてもらいました。代表
で６年生の岩上君から「頑張ってするのもいいけど、少し休憩をしな
がらするといいと思います」とアドバイスをもらい、とても心温まり
元気なりました。その後、二人でペアになって二人対話に挑戦しまし
た。何を話せばいいか分かっており、うまくいっていなくても元気になる
ようなアドバイスが返ってくるので、子ども達も安心して対話に取り組め
ているようでした。これから、自分の思いを伝える力をつけていくため
に「三人対話」に取り組んでいくことを知らせました。

三人対話は、右斜上資料のよ
うな効果が期待できます。これ
から、国語や道徳の時間を中心に
取組を進めていきます。この「三
人対話」の学習経験は、複式学
級になった際に子ども達が主体的
に進めていく学習の基礎となってく
る大切な学習です。定着を目指し
て、これから繰り返し取り組ん
でいきます。

３人対話マニュアル
低中高、段階に応じて取組を進めていきます！


